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研究成果の概要（和文）： 
平成２１年度については、モデル分析に用いる保守主義の会計情報システムとしての定式化

の違いが、分析結果に与える影響を分析した。平成２２年度については、前年度に構築した保
守主義のモデル分析をさらにブラッシュアップし、カナダ会計学会（5 月）とアメリカ会計学
会（8 月）の全体総会において発表した。その後、さらにモデル分析を発展させるとともに、
後の実証研究の仮説を形成するべき理論研究のひとつをアジア太平洋国際会計学会において発
表した。この間に、前年度の成果が中央経済社から出版された書籍の 1章分として公表された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In 2009, I analyzed the impact on the outcome of the model coming from the difference 
of formulation in the accounting information system for the model analysis of accounting 
conservatism. In 2010, I brushed up the model analysis of accounting conservatism, and 
made presentations about it in the annual meetings of the Canadian Academic Accounting 
Association in May and the American Accounting Association in August. Afterwards, I 
brushed up my research, and made a presentation of an extended model analysis which is 
expected to generate hypotheses for an empirical study in the Asia Pacific Conference 
on International Accounting. In the meantime, one of my papers written in Japanese was 
published as a chapter of a book from the Chuo Keizaisha. 
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１．研究開始当初の背景 
国際的な会計基準統一ないし調和化の流れ
にある中で、またサブプライム問題後の不況
の中で、現在、会計基準設定における多くの
基本論点が改めて問われている。本研究では、
そのような論点のうち、現在、多くの関心が
寄せられている保守主義を対象にした。 
財務報告において、裁量と保守主義は重要

な特徴でありテーマとなっている。保守主義
とは、会計情報システムの特徴の一つであり、

ごく簡単に言えば会計情報に一定の下方バ
イアスをかけるものである。 
とくに Beaver がアメリカ会計学会講演に
おいて保守主義についての研究が求められ
ていると提唱し、またこのテーマ論点を列挙
した Watts(2003)が（米国財務会計基準審議
会（FASB）が活動を始めて以来）ここ 30 年
間において会計実務がますます保守化して
きていることを指摘して以降、盛んに保守主
義に対する研究が行われるようになった。 
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これまでに最も注目を浴びてきた実証研
究は Basu(1997)である。Basu(1997)は、保守
主義がケースによりグッド・ニュースをより
良く市場に伝えていることを示した。この研
究は、保守主義は会計情報にノイズを与える
ものでしかないというそれまで支配的だっ
た見解、およびそのために利害調整機能の文
脈で説明されがちだった保守主義研究に対
して一定のインパクト持った。また、Feltham 
and Ohlson(1996)が示唆したような保守主義
が市場価格に影響を与えないといった考え、
あるいは財務会計概念基準書 2 号（SFAC2）
のように情報ノイズを与える悪いものであ
るといった見解を後退させることとなった。
この保守主義が情報提供機能を持っている
という趣旨の実証研究は、他の多くの研究者
によってその後も積み重ねられてきている。 
一方、年代が前後するものの Basu(1997)

の理論的根拠としてこれまでに最も注目を
浴びてきた理論研究は Venugopalan(2004)で
ある。Venugopalan(2004)は、（エラーがある
ものの）成績評価ルールの厳しい（保守的な）
大学出身の成績優秀者（グッド・ニュース）
と、（同様にエラーがあるものの）ルールの
厳しくない（リベラルな）大学出身の成績優
秀者を比較すると、確率的に前者の学生の方
が優秀である可能性が高いという逸話を会
計情報システムとして定式化し、そのシステ
ムを数理モデルに組み込んで分析すること
で保守主義の有用性を証明した。 
このように現在の保守主義研究の一つの

流れとして、「保守主義は意思決定有用性に
照らしても肯定される可能性がある」という
見解を裏付ける実証研究や理論研究が蓄積
されてきている。ただし、同時に不完備性な
どの契約の限界や特徴によって、つまり利害
調整機能の観点から保守主義を説明しよう
とする研究も根強く追求されてきている。 
その中でこれまで最も注目を浴びてきて

いるのは Kwon at el.(2001)である。Kwon at 
el.(2001)は、経営者に対して一定以上の報
酬を与えなければならない破産制約のもと
で保守主義が強く求められることを示した。 
本研究は、こういったこれまでの保守主義

研究の延長線上に位置している。その着想の
原点は上記の Venugopalan(2004)と Kwon at 
el.(2001)の比較研究にある。両者は異なる
文脈、異なるモデルによって保守主義を根拠
づけたものであるが、それらモデルに組み込
まれた情報システムの特徴を考察した結果、
同じ特徴を持っていることが分かった。つま
り、両者の情報システムはともに保守主義を
選択すると単に情報にバイアスをかけるの
ではなく、情報システムによって複数生まれ
るシグナルのうち一つについて、情報内容を
高める（事後確率を高める）ように、つまり
保守主義が正当化されるようにそもそも仕

組まれていたのである。このように生まれた
Kwon at el.(2001)の結果に対する疑義が着
想の原点となっている。 
 
２．研究の目的 
前項最終段落の着想をもとに Kwon at 
el.(2001)の結果を Venugopalan(2004)が採
用したのと同じ情報システムで再分析した
のが、申請者の論文、西谷(2008)である。そ
の結果、破産制約のもとであれば無条件に保
守主義だけが導かれるという Kwon at 
el.(2001)と全く同じ結果が導かれた。これ
により、利害調整機能の観点から保守主義を
説明しようとする研究において最も着目さ
れてきた Kwon at el.(2001)が、そもそも採
用した会計情報システムに分析結果を導く
ドライバーを内包しているという大きな弱
点を持っていることが判明した。 
本研究は、上記のような分析をさらに進め
ることに主眼が置かれていた。すなわち、モ
デル分析に用いる保守主義の会計情報シス
テムとしての定式化の違いが、分析結果に与
える影響をさらに分析するとともに、そもそ
もの定式化が実際の個々の会計基準に照ら
してどのように正当化されるのかされない
のかを確認していく。例えば、同じく保守主
義といわれる会計処理によっても、研究開発
費の即時費用化と減損会計では生み出され
る会計情報の質に違いがあるだろう。 
 
３．研究の方法 
平成２１年度は、4月から 7月まで日本国内
にて研究を行った。その間に、慶応ビジネス
スクールなどで開催された分析的会計研究
会に参加・発表などを行った。平成２１年８
月から、平成２２年１２月まではカナダのバ
ンクーバーに位置する University of 
British Columbiaに拠点をもち研究活動を行
った。バンクーバー在住の間に、本申請研究
である保守主義のモデル分析を進め、国際学
会にフルペーパーで応募し、ほぼ定期的に発
表することができた。カナダに渡って三ヶ月
後にアジア太平洋国際会計学会（ラスベガ
ス）にて発表、その半年後にカナダ会計学会
（バンクーバー）にて発表、その三ヶ月後に
アメリカ会計学会（サンフランシスコ）にて
発表、そのまた三ヶ月後にアジア太平洋国際
会計学会（ゴールドコースト）にて発表を行
った。 
 
４．研究成果 
平成２１年度については、研究計画調書「研
究計画・方法」に記載されていた通り、モデ
ル分析に用いる保守主義の会計情報システ
ムとしての定式化の違いが、分析結果に与え
る影響を分析した。具体的には、調書にも記
載していた 2種類の会計情報システムを定式



 

 

化し、契約の経済学におけるモラルハザード
の分析枠組みに適用して、どのような条件の
もとで保守主義が選択されるのか、保守主義
のタイプによってどのような違いが生じる
のかを明らかにした。最も重要な点は、モデ
ル分析に保守主義のタイプを導入したアイ
デア自体にあると外部からは評価されてい
るようであり、2009 年 11 月に国際学会
Asian-Pacific Conference on International 
Accounting Issues の審査に合格し発表を行
った他、2010 年度に行われる国際的に最も重
要視されている二つの学会である American 
Accounting Association および Canadian 
Academic Accounting Association の年度大
会の審査にも合格した。また平成 22 年度に
出版される太田康広編著『分析的会計研究』
中央経済社に成果の一部が一章分として掲
載されることになった。この研究の意義は、
これまで実証研究が理論なく先走っていた
保守主義のタイプについての研究に対して
理論的基礎を与える可能性がある点にある。 
 交付申請書に記載していた研究の目的は、
（１）保守主義についてのモデルを構築し分
析すること、（２）モデル分析から生まれる
仮説を実際のデータに照らして実証研究す
ること、（３）同様のテーマに関する海外の
研究動向を調査し今後の発展可能性や方向
性を探ること、であった。平成 22 年度は、
上記のうち、前年度に引き続き（１）を発展
させてより大きな国際的な学会の場でブラ
ッシュアップさせたとともに、イエール大学
のサンダー教授との交流などにより（３）を
実施した。 
 具体的には、前年度に構築した保守主義の
モデル分析をさらにブラッシュアップし、カ
ナダ会計学会（5月）とアメリカ会計学会（8
月）の全体総会において、著名な研究者であ
る理論家のサバック教授（アルバータ大学）、
実証家のバス教授（テンプル大学）をそれぞ
れディスカッサントに迎えて発表した。サバ
ック教授からは、本研究に留まらず学会の保
守主義モデル研究全体に関して数理的な欠
点を指摘され、一方、バス教授からは、本研
究のモデル分析に具体的な背景を強調しな
ければ実証研究家に対してアピールできな
いことを指摘された。このため、モデル分析
を実証研究で試すという当初の平成 22 年度
予定を後回しにし、さらにモデル分析を発展
させるとともに、後の実証研究の仮説を形成
するべき理論研究のひとつをアジア太平洋
国際会計学会において発表した。その結果、
アジア太平洋学会（11 月）では、バス教授か
らの宿題であった具体的な会計問題の中で
モデルを位置づけることに成功したらしく、
プレゼンテーションでは大変な好評を得た
ようであった（外国の他大学から移籍の話を
持ちかけられるなど含めて）。その後、平成

22 年度末期である 1月から 2月にかけて、招
待聴講を許されたイエール大学のシャム・サ
ンダー教授の大学院授業において、科研費課
題に直接的間接的に関わる論点を議論とと
もに勉強させていただいた。 
 この間に、前年度の成果が中央経済社から
出版された書籍の 1章分として公表された（6
月）。 
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2010 年 5 月、第 3章「保守主義のタイプと破
産制約の効果」pp.69-105。 
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